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On the Selection of Bimetallic Electrodes for the Potentiometric 
1;itration (in Neutralization ) 
Kozo Ueno & Tetsuhei Tachikawa 
Abstract 
1'he couples， PトW，Pt-Ni， Pt-Ag and Pt-Sb Wd2 tried out for the potentiom崎
etric titration of strong acid (HCI) with strong base (NaOH) and vice versa， 
for soIutionョ1 N， O.1 N and O. 01 N， r・己spectively.
1'he purpose of the pre3ent investigation is to determine which couples of 
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白金:0 91mm. C直径)x 15mm. C長
さ)，銀:1. 43mm. C直径)x17mm. 
(長さ)，アンチモン:8.1mm. C直径〕
x 15mm.C長さ)， ニッケル:O.75mm. C直径)x18mm. (長さ)， グ、ンググ守ステン:0.5白2mm.
















使用しで註依差計による終点と比較した Q また電位測定は初Jめ10m!.ごとに行い， 終点附近に
:tz:いては O.1 ~O. 05ml.ごとに行った。一回の滴定所要時間は 20~30分で室温 (200C士2) に
おいて行った。 圏 実験結果および所見




差曲線〈ムE:O.lml.当りの電位差変化〕を示した。こ Lで白金一ニツタ ;v， 白金一銀，白金
タングステン，白金一アンチモン，の)1日町にてその結果を考察する。
1) 白金一ニッケル (Pド-Ni)






















。 10 20 30 40 
ー→ NaOH滴下長:(mL) 















第 8図 Pt+-Ni ~商定曲線
JNヘO.1N，O.01Nか性ソーダ溶液の示差曲棋を示L，同様
100 




の場合は第4図の示すごとく滴定開始後漸次電位降下を見 C 60 
























5円.0・1. 2 . 3 4. G . 6 .7 8.9-51.0 
~ NaOH u，j下ill:(ml.) 
第 7図示差点|線(Pt+-Ni)
品
4D.O.1.2.3 .4..5 . (;-:7-:i .9 50.0 
一→ HCId山卜 ij;:(ml.) 
;:{5 9図示若山線 (Pt+-Ni)
太刀川哲平卒野J二
4¥1.0.1 .2 .3 .4 .5 .6 .7 .8 .9 50.0 
一一一歩五Cl柄下量 (ml.)
変化を示した。その上
昇度も酸定量と同じく lN，O.lN， O.OlNの)1関で、あった。すなわち 1N，O.lNの各溶液では
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たo第13，14， 15図のごとく 20~60mV. の変化であったO
アルカり定量の場合もほかの組合せに見られない曲線を示
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第24図 Pt+←W 滴定 li! 掠
(153) 
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液の)1顕で 20~150mV の範囲の電位変化を示した。 T 
また，アノレカリ定量の場合は第32図のごとく塩酸 l45プ-:Z:T寸T吋ー'7"'1"':"9500 
滴下萱とともに電位は降下し終点においては第33， 一喝HCl滴下主計ml.)
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500 ， 1寸プ~官 6 7.8.9 51 () 
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一一--1;> H C 1 減
第32図 Pt+-Sb
20 10 。
屯(t控 ψとにおける屯双金高〉選択について-r[1利液定 161 
後二組のうちPt-Agは静，アルカリ定量ともに同じような電位変化(L1E)を示したが， Ft Ni 
では酸定量よりアルカリ定量の方が大なる L1Eを示した。以上のような特徴を示すのは恐らく
W， Sb， Ag， Ni各極が塩酸あるいはか性ソーダ溶液中においてそれぞれ特色のある挙動をす
るものと考えられる。またL1Eと濃度との関係を考えて見るに大体lN溶液がその変化が最も大
きくつぎに O.lN，O.OlN溶液の)1日で， O，OlN溶液では各組とも大体同程度の変化量で優劣が
分りにくかった。また滴定後の極の表面状態はSb極では明瞭に肉眼で欧化被膜(黒色〕の存在
が分ったoNi， Ag， W各極においてもその度合は少なかったが，その存在が分った。つぎに
提持の影響であるが3 木実験においても器壁に飛沫がとぱぬ程度にしておこなったが，勿論速
度は変らぬ方がよいが多少の遅速は滴定結果にはあまり影響しないが極端の速度の混速は電位
を不安定にする故避けた方がよい。
また，極の研磨は既述のごとくおこなったのであるが3 塩酸あるいはか性ソ{ダ溶液におい
ても滴定をおこなうごとlこ滴定開始前の電位は遣った[立を示した。しかしたとえ遣った値を示
しても滴定全体には仰にも影響はなかった。ではあるがなるべく滴定前後の協の処理すなわち
研謄あるいは洗般に十二分の注意を払う必要がある。
百結 言
以上の結果を綜合すると四組合せのうち Pt-Ni，Pt-AgとPt-Sb，Pt-Wとの二l与に分
けられ3 終点における電位変化 (L1E)は前二組においてはアルカリ定量の場合より酸定量の方
が大きくまた後二組においては酸定』呈よりアルカリ定量の方が大きかった。また，全般的に濃
度の減少とともに終点における電位変化(L1E)も減少L， 1N， O.lN各溶液においては一応満足
すべき結果が得られた。撹咋による影響はあまり見受けられぬが3 極端の速度の遅速は避ける
べきであり，また滴定前後の電極の処理も注意を払う必要がある f、
最後に本研究に種々御援助を賜った北海道大学理学部西村，島崎両党主ならびに研究の一部
を担当した稲川六郎一君に感謝の意を表する次第である。
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